
 

               本校の玄関には、いつもきれいな花が絶えることがありません。

これは、近くにお住まいの二ノ文様が、いつも学校に届けてくださ

るお花です。毎日、毎日、この美しい花が、子どもたちや来客の方々、

そして職員を迎えてくれます。このような潤いある環境を提供して

いただいている二ノ文様に深く感謝申し上げます。 

キリスト教の行事のひとつである花の日は、「6月の第 2日曜日」

です。花の日とは、花も人も神様から与えられ、守られ、愛されて

いることを感謝する日だそうです。 

宗教に関係なく、この学校が、地域の方々から守られ、愛されて

いることをつくづく感じる毎日であり、その中で暮らし、教育に取

り組むことができる幸せに、感謝の思いでいっぱいです。 
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ふるさとに誇りを持つ子どもに 
毎年恒例の「子どもガイド養成講座」の開講式を実施しました。

今年も、「菊陽町文化財ボランティアガイドの会」の松永様、矢
野様、上村様、有働様に講師としておいでいただきます。また、
開講式には岡本生涯学習課長もおみえになり、３・４年の子ども
たちへ、ガイドの証である帽子を贈呈してくださいました。開講
式のあと、基礎講座①「加藤清正公の水物語」を学習しました。
３年生にとっては初めての本講座。秋には、ガイド活動や本講座
をベースにした音楽劇を披露することになります。このような形
でふるさとについて学習できることは、本当に幸運なことです。
これからの子どもたちの学習の様子がとても楽しみです。 
 

 

 

小規模校の強みを生かす！ ～縦割りのつながりをとおして、感性を育てる～ 

 私は、校長室の窓から見える光景が大好きです。運動場で、子どもたちがブランコに乗ったり、鬼ごっこをしたり、サッカーを

したり、虫取りをしたりと、その遊びは様々です。よく見ると、単学年ではなく、様々な学年の子が共に遊んでいることに気付き

ます。高学年が低学年をおんぶしたり、抱っこしたり。サッカーでも、上の学年の子が下の学年の子にやさしくパスを回してシュ

ートをさせたりしています。そこには、「見守る」という意識が確かに存在します。決して「してやってる」という上から目線では

なく、その場その時間を一緒に過ごすことに「楽しみ」を覚えているのです。 

 これは、本校独自の「サウスくんデイ」の効果でもあります。「サウスくんデイ」とは、全校児童が縦割り班（どの班も全ての学

年児童で構成されている班）に分かれて、自分たちで遊びや掃除等について考え、一緒に活動する日です。１年生から６年生まで

が、一緒に話し合い、遊び、給食を食べ、掃除をするためには、お互いのことを考えたり、折り合いをつけたり、より協力する意

識を持たなければなりません。そうした縦割りのつながりの中で、自分の思いを相手に伝えたり、相手の気持ちを考え行動したり

できる感性が育っています。だからこそ、毎日の学校生活の中でもつながり、共に過ごす楽しさを感じ、笑顔が溢れているのです。 

 

 

 

 

 

 暑い季節を迎え、今年もプール開きを行
いました。速く、長く泳げるようになること
も大事ですが、自分の命を守る力をつける
ことが重要です。さらに、苦手なことや苦し
いことでも、目標を持って粘り強く取り組
み、さらなる自身の成長へとつないでいく
たくましさを身につけてほしいと願ってい
ます。 
 

 

粘り強く、たくましい子に 

６年生のリーダー
シップの下、主体
的活動が進められ
ています！ 


